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1.緒言 
唾液腺疾患の診断法として唾液腺造影法(唾影法〕が登場したのは Charpy(1904)，Arce-
lin (1913)等がそれぞれ耳下腺，顎下腺に施行してからで，その後種々検討を加えられ次第に
臨床的価値を認められてきた。しかしこれに関する基礎的実験，系統的観察は殆んど等閑に附
され，ためにこの唾影法が唾液腺疾患についての有力な診断法であることは認められつ斗も一
般化するに至らず，僅かな人達の独占物になっていた感があった。
北村教授はかねてより睡影法について研究発表されてきたが，日本耳鼻咽喉科学会第 57回
総会に於て宿題報告「唾液腺造影法Jを発表されその広汎な研究によりこの診断法の価値を確
定された。私は北村教授指導の下に犬を使用して種々実験を重ね，今迄明確を欠いていた顎下
腺唾影像所見と組織学的所見との関係について卿か知見を得，睡影像読影の一助たり得ると思
うのでこ与に報告する。 
II. 笠献的者察 を対象として為され，顎下腺について脆行したのは
唾影法の動物実験についての文献は，当教室の犬の Sargnon (1924)，Wiskovsky (1925)，Uslenghi 
耳下腺に関する業績以外には見当らなし、。(1925)， Jacobovici (1926)， Pyrah & Allison 
人の顎下腺に始めて唾影法を施行したのは Arce- (1931)，Payne (1931)，Feuz (1932)，Csi1ag & 
linく1913)であるが，その後本法は主として耳下腺 Czunftく1933--36)，Dechaume (1943--51)，Put-
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Antoine (1952)， Rubin et al.(1955)のみで，
いずれも正常顎下腺，唾石，顎下腺炎，顎下リシパ
腺炎等の場合の唾影像につき僅少例を挙げて記載し
ているに過ぎず，比較的豊富な症例を報告している
Antoine ~， .顎下腺唾影像の解読は非常に困難で、
あると述べている。
本邦に於ても児玉，土屋(1936)が始めて紹介，
経験して以来高原，山口等の報告があるのみで，最
近迄比較的関心を持たれつ与も開拓されなかった新
分野と云えるであ人九吾が教室に於ては北村教授
が夙にこの診断法の価値yこ注目，種々の研究結果を
発表しているが殊に昭和 31年には「唾液腺造影法」
の宿題報告をなし，木法が外科的疾患の診断及び手
術計画の一手段として価値あるのみならず，唾液腺
機能の診断にも応用され得ることを実証し，叉教室
の石浦は正常及び各種疾患の人顎下腺唾影像につい
て詳しく報告している。
以下述べる唾影像所見の分|技管数，分岐度，及び
分葉状，斑絞状，頼粒状等の腺陰影性状について
は，すべて北村教授の分類、に基くもので日本耳鼻会
報 59:655 (1956)， 叉は日耳鼻 57回総会宿題報告
別冊を参照されたい。 
lII. 実験方法
実験材料には健康成犬を選んだ。
唾影法を実施するには，オ{ロパ γソーダ静注に
よる全身麻酔下に，先端を鈍にしたき皮下用注射針
をワルト y氏管〈ワ氏管〉関口部に挿入し， 40%モ
;1ヨドール CiモJ)を注入してX線撮影を行 iった。
犬のγ氏管関口部は下顎舌繋帯の両側舌下腺丘阜
に，舌下腺管開口部の内側に之と並んで開口してい
るが，ステノシ氏管(ス氏管〉開口部の様な特別な
隆起着色を見ず，発見がや L困難であるが，腺及び
ワ氏管を圧迫して唾液の流出を見れば容易である。
ヮ氏管はス氏管よりも太く関口部さへ見つけれ
ば，前記5注射針が太過ぎる様なことはない。注入
針を挿入した後無鈎錯子でワ氏管と共にはさみ， 
「モJの逆流を防いでおいて，なるべく緩かに注入す
る。撮影は注入後針を挿入したま L直ちに行った。
「モJ注ス量は犬の体重により多少加減したが平均
0.3cc及び 0.5ccを注入し 2回撮影を原則とした。
これは Putney等も云っている様に「モjの量の少
ない時は管系統の所見が判然とし， 0.4--0.5 ccの時
る注ス圧測定及び「モJによる組織障碍の検討の研究
に負う所が多い。
撮影方向は入額下腺撮影と同じ左右方向とし中心
線は当該腺を通した。撮影条件は焦点フィルム間距
離 1OOcm，管電圧 55K. V. P.，管電流 100mA， 
露出時間 0.1sec.，である。
以下に述べる各種実験は主としてー側の顎下腺に
のみ行い，他側は対称としたが，加えられた処置が
他側にも明らかに影響を及ぼすと恩われるものにつ
いては，処置前に唾影法を行いこれとも比較対照し
た。
処置後一定の期明飼育した後，唾影法を行い直ち
に致死せしめて顎下腺を摘出， 10%ホルマリン水で
固定しパラフィン包埋，染色は原則としてヘマトキ
シリン・エオジ y染色及びTモJ分布を追求するため
ズダンE脂.肪染色を行った。これは「モ jの溶媒であ
るケシ油が組織内で固定染色出来るからである。犬
顎下腺には耳下腺に比し生体の脂肪細胞は極めて少
いが，これとは色調，位置，形態等により区別L得
る。 
IV. 正常犬顎下腺唾影像
各種実験的操作を加える以前の，正常と息われる
犬顎下腺唾影像 124例につき観察計測してみた
ワ氏管陰影は太さ 0.6~1.9 mm平均1.1mmで関
口部より腺入口部まで殆んど一定の太さの輪廓平滑
な線状である。一般に犬ではス氏管より太く鮮明に
映像される。ワ氏管より直接分れる第一次分岐管数
は 4~5本のものが 66% を占め後下部及び後上部に 
分岐するものが多し、。輪廓は平滑で分岐するに従い
一様に細くなる。断絶・中絶像はみられなし、。分岐
度は 3--4が最も多く最高は第6次分岐管まで判読
出来た。
腺陰影は境界鮮明な楕円型内至円型として現れる
が，この前後径は 23.2--38.5mm平均30.6mm，上
下径は 17.5~34.0 mm平均 24.0mmである。腺陰
影の性状は殆んどすべて均等に映像されるが， iモJ
0.5cc注入に於て 6%に軽度の分葉状を呈するもの
がみられた。この分葉状陰影は「モJ0.3 cc注入時に
はみられず， 0.5 cc注入のしかも比較的腺の小さい
例にのみ見られたことは， i-モJが適量ならば正常腺 
陰影は均等であるが，や L過量になると分葉状を呈
する傾向のあることが推察される(後述〉。頼粒状，
斑紋状その他特別な性状を呈したものは 1例もなか
は腺陰影の性状が明瞭となるからである。この「モJ った。
の適当量決定に関しては教室の武宮，本位田等によ
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第 1表正常犬顎下腺唾影像
|最大|最小|平均i 
Eワm贈皿コI太さ 前部 1.7 0.9~1.5 78% .後部 1.9 0.71 1.1 0.9~1.5 79% 
数 8 g 4.9 4~6 84% 
分岐管
度 6 1 3.9 3--5 97% 
判前後径|お5F1306!日 5 84% 
上下径 34.0117.5124.0I 20--30 93% 
性状|均等|分葉状|ふ他|計
4例数[ 65 I 
v.各種実験 
A. ワルト y氏管結集実.験群 
1. 文献的考察
ワ氏管結室長実験は ClaudeBernardが犬につい
て行い腺実質の縮小を認めているが，その後実験目 
的は異るが多くの人々によって施行されているb 結
室長後の顎下腺が回数の経過と共に管系の拡張，腺細 
胞の萎縮，周囲結合織の増殖を来たすことは殆んど
すべての人によって認められている。 (Viborg，
Gerlach，Maximow，Marzocchi et Bizzezero， 
Langemak，Kroiss，Goljanitzki，山口，宮崎〉
Maximowによれば腺実質の萎縮は結禁 31日後に
現われ，主として粘液細胞が多く消失し一部は小管
状の形成物に置換されると云う。山口も 10日で腺
胞の縮小，管上皮の扇平化，内腔の拡張を見， 1月 
では固有の腺細胞は大部分消失し，周囲結合織の増
殖と多数の管状形成物を認めている。宮崎もほど同
様な結果を報告しており結合織増殖は 1月後に現わ
れ始め 5月後には極めて高度となり，時に間質の脂
肪も増殖すると述べてし、る。
ワ氏管結訟の唾影像に関する報告は見当らない。
2. 実験方法
成犬の下顎部に切開を加え，あらかじめワ氏管関
口部より挿スしておいた細し、滅菌ピニ{ノL管によっ
てワ氏管を求め，関口部より 3~4cm の所でピニー
J1.-管と共に二重結集した。この際結数糸が口腔粘膜
に露出しない様注意した。結書記後一定の期間を置い
て再‘び手術創を聞き挿入してあるピニ ~J~管を通し
て唾影法を行った。次L、で直ちに致死せしめ顎下腺
を摘出組織標本を作製した。 
3. 唾影像所見
ワ氏管結桑群の唾影像所見は第 2表に示す。表中
ワ氏管の太さの数値は計測値 0.9-1.3mmを正常 
(0)としそれより 0.2mm増す毎に +1，+2・…ー， 
0.2mm減ずる毎に -1，-2…・・， と表した。計測
は5倍に拡大して行った。分岐管の太さは計測し難
いので目測により +3---3迄に分けた。分岐管数
は4--5本を (0)それより 1本増減する毎に +1， 
-1とし分岐度も 4を (0)として同様に表示，腺陰
影の犬さは前後径，上下径の積をもって表わし 500
--800mm2を (0)，これより 100mm2を増減する
毎に +1，_，.1に分けた。叉腺陰影濃度はE常を (0)
とし -3~+3 に分けた。但しー3 とは無影の意で 
ある。以下の唾影像所見の表もすべてこれに準じて 
記載した。 
本実験群に於てはワ氏管及び分|肢管は高度に拡張
し，特に期間の長いもの程顕著である。分岐管には
断絶，中絶像のみられることが多い。分岐管数，分
l肢度には著明な~化ば認められなし、。腺陰影は著明
に縮小し濃度は 2週迄はやふ濃くなるが 1月以後は
淡叉は無影となる。腺の輪廓も不鮮明となる。腺陰
影の性状は 1月以内では斑紋状を呈する傾向が認め
られるが 2月以上のものでは殆んど無影となる。
非結紫側の唾影像は分l肢管数が結禁側に比較して
増加する傾向があり，腺陰影は大体均等であるが2
第 2表 ワルトン氏管結訟実験群唾影像
体重 鰍 rモJ動物 分岐管| 腺同じで
番号 (kg) 日数 (cc) 太さ 数 分岐度[輪廓[中断絶・大さ。I
濃度I輪廓[班紋状I。I-1 。6.5 10 -1592 十 20.3， 0.5 +3 +1 十 。+1。。。10 14570 0.3， 0.5 +3 +1 +1 +1一 -1。。。 -1596 14 ‘07 0.3， 0.5 +5 +1+1 + +1。。。+1591 8 30 -30.3， 0.5 +6 +1 +1+2 一。。 -1711 30 -3 -27 0.3， 0.5 +5 +2 一2 
-1。。。 
+ 
7 60571 0.3， 0.5 +5 +3 〈無影〉一3。+ 594 -38.5 60 0.3， 0.5 +6 +2 十 〈無影〉+4 
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第 3表 ワルトシ氏管結室長実験群組織像
顎下、(腺g重〉量 導管 線条部，介在部動物 体重 実験 粘液終部疑液終部 結メロL増
細浸胞潤
番号 織殖拡張 !i内向廿I性萎斐縮拡張1内容I性萎斐縮 萎縮|褒性 萎縮|愛性(kg) 回数 結設側除去側
6.5 10 4.5 5.6592 一 +-i+l+ 土 土+ 一+ + 
10 14 4.8 5.5570 十+ 一 土+ + +一 + ++ + 
2.7 十7 14 2.7596 + + + + +++ + 
4.58 30 2.8 十十ト +十 十+ ++ + + ++ 
6.2.711 7 30 4.9 +t + + 一 + + 一+ +一← + 
1.8 3.760571 7 十+t 十+ -It十+t + +t+十+ト ++ + 
十6.260 5.6594 8.5 十+十 + + +t +t+ ± + ++ 
5.71.3514 7 90 十件 十社十件 十ト +H-+ ++ 
件 柵|十1:1.2 3.9511 十件 十件-It十 +十+十 十|十件 # +t± ++ 
例に分葉状を認めた。 縮.~性の強し、小葉では細管・終室は殆んど「モ jの 
4. 組織像所見 進入を見なし、。この様な「モJ分布の小葉差が原因と
ワ氏管結.設群の組織像所見は第 3表に示す。結染 思われる。即ち腺陰影は上述の様な組織学的安化が
後 10日で既に導管は内陸の拡張を示し次第に高度 中等度のものまでは斑紋状を皇し，更に高度となれ
となる。管上皮の萎縮，~性も時を追って強くな ば無影となると考えるのが妥当であろう。
り，中に細胞成分の少ない内容物の貯溜を見る。 1 非結紫側で、分葉状を呈したものは組織所見では軽
月以後は腺細胞の萎縮及び間質結合織の増殖も認め 度の管系及び終室の拡張を認めるのみであり，既に
られる。萎縮は粘液細胞の方がより強く，終室に内 述べた様に分葉状陰影は腺の形態学的安化~;乙よるも
容貯溜して嚢腫状ιなり，叉小管状構造を認める様 のでなく「モ」注え量の過多による結果と考えられ
になる。 3月後になると萎縮は極めて著明となり僅 る。
かに残存する腺小葉は増殖した結合織によって囲穣 B.細菌浮遊液注入実験群 
されて散在している。 1. 文献的考察
非結染側には終部に軽度の肥大がみられるのみで 顎下腺の急性炎症は耳下腺に比べて比較的少し、。
ある。 慢性炎症が顎下腺に多いのに比較して対象的であ
5. 唾影{象と組織像との対比 る (Lang)。しかし急性顎下腺炎は膿壌を形成し易
以上の結果から唾影像と組織像の両者を比較検討 く〈田淵，小西〉喉頭浮腫を伴うこともあり(日比〉
してみると，分岐管拡張は明らかに導管の拡張，上 急性顎下リ Yバ節炎，ルードウィヒアンギーナ，下
皮の扇平化に一致し，分l肢管の中絶，断絶は内容物 顎骨炎等と鑑別困難なことが多い(犬山，豊田，
の充満，管上皮の萎縮，愛性によると考えられる。 Antoine)。
腺陰影の淡化内至無影は管系の拡張によって，注ス 急性炎症の顎下腺唾影像については Antoineが
した「モjが管腔を充たすために消費されてしまうこ 記載し，本邦では教室の石浦が9例を報告している
とも一因であろうがi更に大量の「モjを注入しでも が， Antoineによれば化膿期には唾影像は粟粒状
腺陰影が現われぬことから，腺終部の高度の萎縮， となり，小点状の陰影が腺に一様に現われ，あたか
結合織増殖等で「モJが終部迄流入し得ないためと思 も腺内に撒布された留針の頭の様であると云ってい
われる。斑紋状陰影及び腺輪廓の不鮮明化は管内の る。
内容貯溜，細管・終部の萎縮・愛性，結合織増殖等 実験的に急性炎症を起さしめた際の組織像につい
によっ七，注入した「モjが均等に分布しないためで て，田淵はワ氏管内にプドウ状球菌(プ菌〉浮遊液
「モjを脂肪染色Lてみると，正常では殆・んど均等に を注入し，導管，分岐管に多核白血球の浸潤と，腺
条紋部，介在部，腺終室に小滞状に分布している には膿蕩形成を認めたと述べ，頚動脈に大腸菌を注
が，斑紋状を呈したものでは第 1次叉は第2次小葉 射しても顎下腺に同様の菱化を見たと云ってしお。
毎に「モJの分布に明らかな差が認められる。即ちあ 2. 実験方法
る小葉で、は比較的よく終室迄進入しているが，萎 成犬のワ氏管関口部よりプ菌〈寺島株〉の浮遊液
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1ccを注入し 1乃至7日の期間をおいて唾影法を行
った。使用した菌浮遊液は 3%普通寒天 24時間培
養したもの 1白金耳を 1ccの生理的食塩水に浮遊さ
せて，唾影法と閉じ要領で先端の鈍な注射針で静か
に注入した。注入後は約 1分間指でワ氏管開口部を
圧迫し菌液の流出を防いだ。
注入した犬は大部分 24時間後に顎下部の腫張を
示し，同部を圧迫すればワ氏管関口部より膿汁の排
出をみる。唾影法はかくの知く確実に急性化膿性炎
を惹起したと思われるものについてのみ実施した。 
3. 唾影像所見
フ守菌浮遊液を注入して急性炎症を起さしめたもの
の唾影像所見は第4表に示す。ワ氏管及び分岐管の
太さはほど正常であるが，輪廓は不鮮明となり，分
岐管に中絶，断絶像がみられる。腺陰影の大さ，濃
度は略正常であるが，輪廓は分l肢管と同様不鮮明化
する。腺の性状はその大部分が頼粒状を呈し 1例が
泊滴状， 1例が頼粒状及び斑紋状を示しており均等
ヘノ一民
重均一
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E
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な陰影を皇したものは 1例もない。叉菌液を注入し
ない側の唾影像はすべて均等な腺陰影を呈した。 
円 
本実験群の組織像は第5表に示す。
管系には拡張はみられないが，内腔に多量の膿球
を含む内容物を満たし，管上皮は高度の安性に陥り
一部には崩壊が認められる。終部は愛性，浮腫強く
萎縮，崩壊も認められ細胞浸潤が強い。小葉により
腺構造は破壊されて「モjの侵入したと思われる小躍
を形成しており，比較的腺構造の保たれている所で
も斐性，萎縮が強<，高度の細胞浸j聞が認められ
る。周閤結合織にも浮腫及び白血球浸潤が極めて強
く特に管周囲に強し、。結合織の増殖は 1週以内では
殆んど認められない。
qdqO
4. 組織像所見
特に菱化の強いのは 520号及び 583号で前者には
壊死巣と，腺終部に一致する小膿蕩が散在し白血球
浸潤が強い。後者では腺はすべて壊死に陥り大膿療
を形成しており，膿蕩壁は周囲組織と強く癒着し，
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内部に濃厚な膿汁を充満している。
5. 唾影像と組織像との対比 
急性炎症群の唾影像と組織像を比較検討してみる
と，唾影像で分岐管の太さ正常なものは組織像でも
導管は正常であり，分岐管の輪廓不鮮明化や断絶，
中絶がみられることは，導管上皮の剥離，~性，崩
壊，管周囲の強い細胞浸潤，管内に細胞成分の多い
濃厚な膿汁の貯溜すること等の所見と一致する。腺
陰影の輪廓不鮮明化は細管及び終部の~'l企，萎縮，
崩壊のためであり，頼粒状を呈したものの「モJ染色
をみると細管，終部の褒性，崩壊によって注入した
fモ」が組織間隙に漏洩して小塊を形成したり，腺細
胞の崩壊した終室内に充満しており，正常のものに 
みられる細管，終室内の「モJよりも，はるかに大き
な小塊の集積として頼粒状に見えるのである。頼粒
状と共に斑紋状を呈した 520号では他の頼粒状のみ
を呈した例よりも炎症々状がはるかに強く，多数の
小膿療を形成し「モjは組織間隙への漏洩と共にこの
小膿場内に流入しており，叉小葉毎の「モjの分布差 
も認められる。油滴状を示した 583号は炎症が最も
高度に起ったもので，線組織は殆んど崩壊し大膿蕩
を形成しており，注入した「モ」はこの大膿蕩中に滴
状に浮遊散在したため，唾影{象でも油滴状となって
現われたものである。 
C.分泌神経切断実験群 
1. 文献的考察
顎下腺の唾液分泌は鼓索及び頚部交感神経の支配
下にあり，殊に鼓索がその主要な刺激伝導を司るこ
とは周知の事実である。分泌神経の切断実験も Cl. 
Bernard，•Heidenhain，Langleyを始め多くの先
人によって行われ，分泌機転に関する種々の業積が
発表されている。
出射は家兎顎下腺を使い鼓索切断後 1時間で，す
でに組織的安化が現われ 50日で最も強くなり，管
系には内腔の拡大，上皮細胞の退縮がみられ，腺細
胞の縮小，分泌顎粒の減少等が認められ，この様な
菱化は 70日でや斗減退すると述べている。鼓索を
切断すると一時的な麻母性分泌による唾液流出はあ
るが，腺自体は次第に萎縮に陥り，腺の縮小，軟化 
を来たすことは Orth，Samnel， Cl.Bernard， 
Heidenhain，Langley，Bradford，Maximow等
によっても認められている。
私は先きにワ氏管結紫によって顎下腺に萎縮を起
さしめ，その際の唾影像と組織像を比較したが，更
に機能的に萎縮を起さしめた際の両者を対比する目
的で本実験を行ってみた。
2. 実験方法
ォーロバシソーダ静脈麻酔下に下顎部に皮切をお
き，軟部組織を鈍的に剥離し茎状舌骨筋上を走る舌
神経を求め，これをたどって鼓索が分岐している点
で，腺及びワ民管を損傷することなく鼓索を切断す
る。鼓室内で焼灼叉は切断する方法もあるが，これ
は比較的不確実で中耳炎から周囲組織の炎症を起す
恐れもあるので前記の方法をとった。切断後 1週乃
至 4月後に唾影法を施行，致死せしめて顎下腺の摘
出を行った。
刊本一
 
番号 (kg) 日数 
518 6 7 
559 7 7 
558 10 14 
501 10 21 
143 6 30 
526 12 30 
97 13 60 
517 8 60 
506 9 60 
503 11 90 
586 11 90 
8504 120 
557 14 120 
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第7表 分泌神経切断実験群組織像
動物;体重 実験i 管 線条部，介在部終 部 i1 顎下腺重量;導 j 結合織:細胞 
i 非 i!;!|i i:111 
番号 i(kg) 回数切断側切断側拡張 1内容i萎縮:拡張|内容!萎縮;拡張;萎縮|褒性;増殖l浸潤 
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3. 唾影像所見
鼓索切断群の唾影!籾?見は第6表の如くである。
即ちワ氏管の太さはほど正常であるが分岐管はや斗
太くなるものが多い。しかし期間の長さによる差異
は明らかでない。分岐管数はや L減少，分岐度はや 
L増加する傾向がある。腺陰影の大さは明らかに縮
小してくるがワ氏管結紫実験のもの程著明ではな
い。腺の輪廓は 1月以後や L不鮮明化する。性状は 
3週以後大部分が斑紋状を呈し期!閣が長い程著明と
なる。 1例は分葉状を呈したが無影，頼粒状陰影は 
1例もみられない。 
4. 組織像所見
本群の顎下腺組織像は第 7表に示す如くである。
即ち導管及び線条部，介在部は期司が長いもの程内
陸の拡張及び上皮の萎縮，扇平化を来たす。管内に
は殆んど内容物を認めなし、。終部も 3週頃より萎
縮， ~jJ:生が明らかに認められ，殊に粘液終部に~化
が強く腺細胞の大小不整が認められる。間質には軽
度の白血球浸潤がみられるが腺終部の萎縮に比して
結合織の増殖は殆んど認められない。 
5. 唾影像と組織像との対比
両者を比較検討すると導管の軽度拡張は分岐管の
それに一致し，管上皮の萎縮が強〈内容貯溜物の多
い504号では分岐管輪廓の不鮮明化となって現われ
ている。腺陰影の縮小，輪廓不鮮明化は細管系，終
部の萎縮，~性によって説明され，両者ともに期前
の長くなるに従って軽度ながら増強している。腺の
斑紋状陰影はワ氏管結禁若手でみられたと同様に，注
入した「モJが均等に分布しないで細管及び終部の萎
縮， ~羽生の為に殆んど入らない部分と，比較的よく
終室迄進入し得た部分とが混在しているために起っ
たものと解される。しかしワ氏管結集実験と異り萎
縮は左程高度でなく，管内容物の貯溜や結合織の増
殖も伴はないため，無影となるには至らなかったも
のである。 
D.異物挿入実験者二 
1. 文献的考察
口腔唾液腺中最も異物の迷入することの多いのは
顎下腺であり，唾石を生じ易いのも圧倒的であるこ
とは古くより認められており， Heinekeによれば
異物迷スは顎下腺管 56%，耳下腺管 40%，舌下腺管 
4%と云い石浦は本邦文献 22例中耳下腺 5，顎下腺 
17と報告している。
現在迄に記載された顎下腺唾影像中，唾石及び異
物迷入による慢性炎症に関するものは比較的多く， 
Alcelin，Sargnon，Wiskovsky，Uslenghi，Pyrah 
& Allison，Feuz，Dechaume，Putney & Sha-
piro， Antoine， 高原，石浦等が報告している。 
Feuzによれば唾石の所在を知るには唾影像が最高
であり，同時に伴う慢性炎症を明瞭に示すと云い，
叉本法が治療的効果をも発揮すると述べてし、る。
異物迷入によりし、ずれも腺組織に炎症を惹起する
ことは認められており， Lang，Roedelius等によ
れば結合織の増殖，膿球・形質細胞 .yyパ球の出
現，管内膿汁の充満，腺胞の再生等を挙げてし、る。
山口はラッテの顎下腺内に滅菌した諸物質(卵白，
543 
538 
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肉片，パラフイン等〉を挿入して実験した結果，異
物周囲に炎症性斐化が起り一部は破壊消失するも，
剖ー3は上皮性管状形成物に斐じて異物の吸収，結合
織化が起り更に腺組織の再生が行われると述べてい
る。 
2 . 実験方法
一側のワ氏管開口部をあらかじめプジーで拡張せ
しめた後，長さ約 1cmの乾燥した麦のでを逆に挿
入，ワ氏管内のなるべく腺に近い部分に置いた。麦
のでを選んだのはワ氏管内に挿入易容で，.Lかも先
端にむかう突起の存在の為に，唾液の流出や顔面筋
の運動によって管外に排出されないで長く管内に留
ることを期待したからである。一部のものにはでと
共に金層性の釣針の先を，長さ 1cm{立に切り轡曲
をなくし尖端を鈍にして挿入した。これはその存在
位置をX線上確認出来るためである。挿入した異物
はいずれも滅菌せずそのま L使用した。 
3. 唾影像所見
異物挿入群の唾影像所見は第8表に示す。ワ氏管
及び分岐管は 3適以後著明に太くなる。分岐管には
大部分のものに断絶・中絶像がみられる。腺陰影の
大さはや L縮小する傾向を示すが輪廓は正常であ
る。著明な~化は漏洩のみられることで殊に 1 月以
内のものに現われる。この漏洩は米粒犬乃至大豆大
で輪廓鮮鋭な所謂塊状漏洩である。叉漏i曳のみられ
た 4例中 2例は腺陰影が無影であり他の 2例は均等
ながら淡くなっている。斑紋状，頼絵伏を呈したも
のは 1例もなかった。 
4. 組織像所見
本群の組織{象は第 9表に示す。導管は 1週以後よ
り軽度の拡張，上皮属平化を示し，管腔は細胞成分
に富む比較的粘調な内容物の貯溜をみる。線条部，
介在部も腔の拡張，上皮扇平化を示すが軽度であ
り，内容物は殆んどみられない。終部の萎縮，~性
もごく軽度に見られるが比較的期習の短いものに明
らかで，粘液細胞より援液細胞の方に愛化が見られ
る。細胞浸潤も軽度である。 546号では腺の周辺部
に膿場形成が認められ「モJ染色で同膿場内には「モJ
が充満していることを知った。即ち異物による組織
像の炎症性菱化は 3週以内のものに主としてみられ
比較的限局性で軽微である。 2月以後は管系の拡張
以外殆んど斐化が認められなくなる。 
5. 唾影像と組織像との対比
異物挿入群の両者を比較検討すると，分l技管の拡
腺一輪
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第 9表 異物挿入実験群組織像
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張は管系の拡張に一致し，断絶・中絶を示すのは導 な組織所見を呈したワ氏管結数群や異物挿入群では
管内容の貯溜に起因すると思われる。 3週以内のも 認められず，鼓索切断群にのみ認められるのは，前
のでは腺の大さが軽度ながら縮小しているのに，濃 者で、は導管内に多量の内容物を貯溜し，これが「モJ
度が淡又は無影となるのは，細管・終部の萎縮・~ の導管末梢、に迄進スするのを妨げるからであろうと
性が極めて軽度であることから塊状漏浪のために， 思われる。
注入した「モJが線条部以下の細管及び終室を満たす 分岐管の輪廓不鮮明化及び中絶，断絶像は菌液注
に足りなかったと考えるべきで，これは大なる漏浪 入，異物挿入， ワ氏管結室長の各群にみられたが，こ
のある・ものは無影となり，小なる漏洩のものは濃度 れは導管上皮の萎縮， ~羽生，崩壊，導管内容物の貯
淡となり，更に漏洩のない 2月以上のものでは濃度 溜，管周囲の細胞浸潤等によるものと考えられる。
正常となること，又濃度淡のものでも腺輪廓は正常 腺陰影は線条部，介在部等の細管系及び終室内の
であり，性状も均等で斑紋状，頼粒状等の病的所見 「モJ及び管外に漏洩した「モjの陰影である。正常な
を呈さないことからもうなづかれる。漏洩を起した 組織像を呈する顎下腺の陰影は均等であり，輪廓鮮
のは異物の周囲に限局性の炎症を起し崩壊，膿場形 明な楕円型を呈する。細管，終部に何等かの病愛が
成等の原因によるものと思われる。 起れば，それに応じて「モ jの分布は愛り種々の像を 
VI. 総括並びに者按 示す様になる。
正常犬顎下腺唾影像並びに各種実験群の顎下腺睡 腺陰影の縮小はワ氏管結数，鼓索切断，異物挿入
影像及び組織像を観察対比すると唾影像の所見が極 群に見られ，細管，終部の萎縮，結合織の増殖等に
めて忠実に，その組織学的安化を表現していること よると思われる。
を安日る。 脹陰影の濃度は注入する「ーモJ量と腺の犬さに左右
ワ氏管の拡張はワ氏管結染，異物挿入群にみら されることが多いが，腺の組織学的愛化によっても
れ，分岐管のそれはワ氏管結柴，異物挿入，鼓索切 異ってくる。即ちワ氏管結集群では 2週までは，や
断群にみられる。分岐管の拡張は組織学的に導管， ふ濃となるがそれ以後では淡，更に無影となる。腺
内陸の拡張，上皮の扇平化と一致する。 は期間が長くなるにつれて縮小するのに淡叉は無影
ワ氏管の太さと分l肢管の太さとの問には，.IE常顎 となるのは細管，終部の萎縮，~性が高度で結合織
下腺唾影像(124例〉でも相関係数 r= 0.519，相関 増殖が強く，管内には濃厚な貯溜液が充満している
比 η=0.377で 1%の危険率で相関々係〔ワ氏管太 ため，注入した「モ jが細管以下に進入し得ないため
→分岐管太〕が認められるが病的唾影像でもワ氏管 と考えられる。異物挿入群でも濃度は淡叉は無影と
結数，異物挿入群では，明らかに両者は並行して増 なるが，これは「モjが管外に漏洩した Lめである。
加する。しかし分泌神経切断群では，ワ氏管の太さ 腺陰影の輪廓不鮮明化は菌液注入，ワ氏管結主主，
はほど正常であるが分l技管はや L太くなる傾向があ 鼓索切断群にみられ，組織学的に終部の萎縮，~
る。これは前二者が結柴又は異物の存在のために唾 性，崩壊等の所見と一致する。終部の菱化の少なし、
液の流出が困難となり，管内に貯溜して内圧による 異物挿入群では濃度が淡となりながらも輪廓は鮮明
拡張をうけるに反し，後者では唾液分泌が減少し管 を保っていることからも，この淡は漏洩のための
内圧は上昇しないが，交感神経刺激による小量の粘 「モj量不足によるものと解し得るのである。
調度の高い唾液が管腔に存在するために，注入圧に 腺陰影の性状は既述の如く正常ならば均等に現わ
よりワ氏管よりも比較的抵抗が弱<，既に管上皮の れるが，以上の実験で分葉状，斑紋状，無影，頼粒
萎縮，扇平化を起している分岐管に拡張が起るため 状，油滴状，塊状漏洩の各陰影がみられた。
と説明され得る。 分葉状を呈するのは組織学的安化というよりは
分岐度の増加は鼓索切断群にみられ，分岐管数の 「モj量の過剰によるもので，組織学的に「モjの分布
減少も同群のものにみられる。この分岐度と第一次 は比較的均等で細管，終室内に「モJの粒子は充満し
分岐管数との間にも， 正常例 124例中 r= 0.363， ており漏洩は認められなし、。正常例 69例中 4例， 
η=0.137で 5%の危険率で相関々係〔分岐度増加 6%にもみられた。
→分|肢管数紙少〕があるが鼓索切断群でも同様な傾 斑紋状陰影は鼓索切断，ワ氏管結集群に現われ，
向が示される。分岐度増加は組織学上，導管腔の拡 組織学的に細管，終部の萎縮，斐性，腺小葉の縮小
張，上皮属平化に一致する所見と思われるが，同様 及び、ブて小不同，管内容貯溜等の所見と一致し「モJは
-1358- 植-田論文附.図(工〉 第 33巻
第 1次又は第 2次小葉毎に極めて不平等に分布し， に漏洩し比較的大きな粒子となっτ散在している。
終室迄「モJの充満している小葉と殆んど入っていな 油精状漏洩は菌液注入群の 1例にみられた。これ
し、小葉とが交錯しで散在している。 は腺組織はすべて崩壊，壊死に陥り大膿壌を形成し
無影はこの様な愛化が更に高度に広汎になったも ていたもので，膿痕内に「そJが油滴状に浮遊散在し
ので， rモJは大導管を満たすのみで細管以下には全 たLめである。
然進入していない。. 塊状漏洩は異物挿入群にみられ腺の一部，異物の
穎粒状陰影は菌液注入群にみられ，組織学的に細 存在していたと思われる部に膿壌を形成し，この中
管，終部の斐性，崩壊，壊死，内容貯溜，細胞浸潤 に「モ jが流入した Lめ，叉は大導管壁の一部が破壊
等の急性炎症性菱化が原因すると考えられる。「モJ しこ Lより管外に漏洩した Lめに起ったもの与思わ
は斐性，崩壊した終部全体に充満し，叉は組織間隙 れる。 
VII.結語
犬の顎下腺に種々の操作を加えて実験的病変を起さしめ，一定期間後に睡影法を行ってその
唾影像と組織像を比較検討し次のことを知り得た。 
1. 正常の管系陰影は輪廓鮮明な連続した線として現われる。 
2. 正常腺陰影は輪廓鮮明で均等である。 
3. 管系陰影の拡張は導管内腔の拡張，上皮屑平化と一致する。 
4. 曾系陰影の輪廓不鮮明化，中絶，断絶像は導管内容貯溜，上皮の萎縮，変性，崩壊，管
周匪!の細胞浸潤による。 
5~ 腺陰影の縮小は細管，終部の萎縮，結合織増殖と一致する。 
6. 腺陰影の淡化及び輪廓不鮮明化は終部の萎縮，変性，崩壊による。これが高度になれば
腺陰影は無影となるO 
7. 分葉状陰影は「モJ注入量過剰の際みられる。 
8. 斑紋状陰影は主として終部の萎縮，変性の強いとき現われる。 
9. 頼粒状陰影は細管，終部の崩壊，壊死，細胞浸潤等の急性炎症時に出現する0 
10. 油滴状及び塊状漏洩は膿場形成及び導管壁の破壊等の際にみられるO 
11. 以上睡影像所見は極めて忠実に組織学的変化を表現し得るので診断的価値が高し"0
本論文の要旨は第 34回千葉医学会総会に於て報告した。
稿を終るにあたり終始御懇篤な御指導と御校闘を賜わった思師北村教授並びに病理学滝沢教授
に深甚の感謝を捧げ，併せて協力を惜しまれなかった教室員各位に厚く御礼申し上げます。
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正常犬顎下腺唾影像「モ J0.3 cc注入 正常犬顎下腺唾影像「モ J0.5 cc注入
分葉状陰影「モ J0.5 cc注入 分業状陰影「モ J0.5 cc注入 
592号 ワ氏管結数 10日 592号 「モ J染色
ワ氏管拡張，腺部斑紋状陰影 腺小葉毎の「モ j分布の不平等
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594号 ワ氏管結鉄 60日 594号管系拡張，終部の萎縮斐性
ワ氏管，分岐管の拡張，腺は無影 管内容物貯溜 
520号細菌浮遊液注入  1日 520号管系終部の斐性，崩壊
腺陰影，斑紋状，頼粒状 膿疹形成，強い細胞浸潤 
527号細菌浮遊液注ス  2日 527号管系，終部の斐性，
腺陰影，額粒状 細胞浸潤，管内容物貯溜
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583号細菌浮遊液注入  3日 520号 「モ」染色，膿場内に
腺陰影，油精状 充満及び管外に漏洩した「モ J 
501号鼓索切断  21日 501 号終部の萎縮，~性 
腺陰影，軽度斑紋状 
504号鼓索切断  120日 504号終部萎縮，愛性，
腺陰影不規則分葉状及び斑紋状 細胞浸潤，管内容物貯溜
第 6号 植一回論文附図(1I)  -1363ー  
599号異物挿入7日 599号導管拡張，上皮扇平化  
管系拡張，小塊状漏洩，腺無影 
54G号異物挿入  30日 546号;rモJ染色， r-モjの漏浪部
管系拡張，塊状漏洩 
